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　８月21日、本会議場で子ども議会が開催さ
れました。子ども議員の皆さんからは、交通
安全、公共交通、環境、多文化共生、子育てなど、
鈴鹿市をより住みやすいまちにしようとする
たくさんの質問・提案が投げかけられました。
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９月定例議会の概要

月定例議会を、８月27日から９月26日ま

での31日間の期間で開催しました。

　まず、初日の８月27日には、市長から「令和

６年度鈴鹿市一般会計補正予算（第２号）」など

17件の議案が提出され、提案説明が行われました。

　９月４日には、提出議案に対する質疑に引き

続き、４日、５日、６日、９日に16名の議員が

一般質問を行いました。

　９日には、議案17件及び「自動車関係諸税な

どの見直しに関する意見書の提出を求める請願

書」など５件の請願を各委員会に付託し、９日、

12日、13日、20日に、各委員会で付託議案の審

査などを行いました。

　最終日の26日には、各委員長から付託議案に

ついて審査結果の報告があり、４名の議員が討

論を行った後、採決の結果、議案17件はいずれ

も可決または認定しました。

　次に、請願４件について各委員長から審査結

果の報告があり、１名の議員が討論を行った後、

採決の結果、いずれも採択しました。次に、委

員会発議案１件の意見書案が提出され、提案説

明の後、採決の結果、可決しました。さらに、

議員発議案３件の意見書案が提出され、提案説

明の後、採決の結果、いずれも可決しました。

その後、「鈴鹿市教育委員会委員の任命同意につ

いて」など３件の議案が市長から追加提出され、

提案説明の後、採決の結果、いずれも同意する

ことに決定しました。その後、地域福祉委員長

から「選択的夫婦別姓制度の法制化に向けた議

論を求める意見書を提出する請願書」の審査期

限延期要求があり、２名の議員が討論を行った後、

採決した結果、否決されました。

　そのため、同請願を改めて委員会で審査した後、

その結果が委員長から報告され、４名の議員が

討論を行った後、採決の結果、採択されました。

　また、議員発議案１件の意見書案が提出され、

提案説明の後、採決の結果、可決しました。

　最後に、11月24日までを休会とすることを決

定し、散会しました。

令和６年度一般会計補正予算（第２号）や

令和５年度一般会計決算を中心に 25議案を可決・認定・同意

９

各委員会での主な議案審査状況

 平成28年３月に配備した救急自動車について、車両および積載している資機材

などが老朽化しているため、最新鋭の車両に更新し中央消防署に配備しようとす

るもの。

議案第64号　財産の取得について

　導入する車両に新しい機能はあるのか。

　電動ストレッチャー、視認性が非常に高い大型散光式警光灯、緊急車両存在通

知機能が新規の機能である。

質 　疑

答 　弁

　平成28年に購入した車両はどうするのか。予備として使用できないのか。

　当該車両は平成28年に導入した一番古い車両であり、18万キロメートル以上走

行し、故障履歴も多くあるため廃車処分にする。この他に予備車両１台を保有し

ている。

質 　疑

答 　弁

救急自動車の配備

総務委員会

９月13日

(午後)

９月13日

(午前)

【概 要】
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請願第７号　選択的夫婦別姓制度の法制化に向けた議論を

　　　　　　求める意見書を提出する請願書　

○28年間止まっている議論を進め、通称制度のさまざまな弊害から救済すること

が必要。

○アイデンティティの問題もあり、制度の法制化は重要。

○市議会で十分な議論をしていない中、法制化の議論を国へ求めるのは時期尚早。

○夫婦同姓は家族の一体感や深い絆を築くことができる日本社会に定着した制度

であるため、まずは通称制度の拡充を進めるべきではないか。

主な意見

９月26日

【概 要】

９月13日

(午後)

９月13日

(午前)

９月13日

(午後)

９月13日

(午前)

予算決算委員会

地域福祉委員会

　予算・決算の審査は、総務・文教環境・地域福祉・産業建設の各分科会に分かれ、詳細
な審査を行いました。その後、予算決算委員会の全体会においては、各分科会から審査の
経過と結果の報告を受け、審査を行いました。

　職員が市民から受けたカスタマーハラスメントなどは、組織として対応するこ

とを前提としている。そのため、所属単位で弁護士に相談をする形を想定してい

る。また、突発的な対応については、業務委託の内容を整理する中で、検討して

いきたいと考えている。

　不当要求およびハラスメント対応に関する指導・助言、職員研修の企画・実施、

法律相談などのため、弁護士を配置するもの。

　直接、職員が弁護士に問合わせできるのか。また、突発的な対応は依頼可能か。

議案第59号　令和６年度鈴鹿市一般会計補正予算（第２号） 

〇職員管理費 67万3,000円

質 　疑

答 　弁

総 務 分 科 会

不当要求などの対応への指導・助言を弁護士に依頼

【概 要】

　９月13日、紹介議員・請願者などから説明を求め審議した結果、委員会では、

制度について理解を深める必要性から、審査期限を延期することを決定しました。

これを受け９月26日、本会議で審査期限の延期について、２名の議員がそれぞれ

賛成、反対の立場から討論を行い、採決の結果、審査期限の延期は否決されました。

そのため、再度、地域福祉委員会を開催し審議した結果、採択すべきものと決し

ました。その後、再開された本会議では、４人の議員がそれぞれ賛成、反対の立

場から討論を行い、採決の結果、同請願は賛成多数で採択されました。　
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　今回の決算から今後の基金運用についてどのように考えているか。

　平成29年度から、財政調整基金を繰り入れずに決算できていたが、今回の決算

では繰り入れることとなった。これは令和５年度に特段の事情があったことでは

なく、歳出の増加に対して、歳入でカバーできなかったことによるもので、こう

した状況を踏まえ、総合計画2031前期基本計画の最終年度である、令和９年度末

において財政調整基金の残高を標準財政規模の 20％相当を下回らないことを目標

に、今後、基金の運用をしていきたいと考えている。

質 　疑

答 　弁

今後の基金運用の考え方

議案第69号　令和５年度鈴鹿市一般会計決算の認定について

〇令和５年度決算資料　各種基金の状況

９月12日

(午後)

９月12日

(午前)

　顧問契約については、１カ月５万円、６カ月分で30万円を計上しており、いつ

でも相談を行うことができる体制になっている。個別対応費用については、学校

に保護者が申立てなどに来られた際に、必要に応じて弁護士も教育支援課と一緒

に同席していただく。１回分30分5,000円、40回分で20万円を計上している。

　国の委託事業である「行政による学校問題解決のための支援体制の構築に向け

たモデル事業」の企画提案が採択され、10月から既存の学校支援チーム事業に弁

護士との契約、学校問題解決支援委員会の開催回数増設を加え、本事業をさらに

充実させていくもの。

　弁護士顧問契約の内容と費用の詳細は。

議案第59号　令和６年度鈴鹿市一般会計補正予算（第２号）

〇学校支援チーム事業費　53万6,000円

質 　疑

答 　弁

　基本的には法的な判断を伴う内容の場合であると考えている。通常の相談対応

は、既存の学校支援チームの経験豊富な元校長や元警察官が行うが、話が進んで

いく中でトラブルに関して法的な根拠を持った対応が必要となり、学校のみで判

断しにくいような状況になった場合に、弁護士相談を行うことになってくると考

えている。また、保護者などと校長が面談する際などにおいて、そういった法的

根拠を持った対応が必要とされる場合には、弁護士と事前に日程調整をした上で、

同席依頼をするという形も想定している。

　弁護士が同席する場合は、どのような状況を想定しているのか。質 　疑

答 　弁

学校問題解決のための支援体制の充実

文教環境分科会

【概 要】

総 務 分 科 会
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　この事業の実施状況および成果は。

　読解力向上ワークシートを活用して、読解力の向上に努めている。また、学力

向上支援員が４名おり、学校へ訪問し、教員の指導に当たっている。学力の向上は、

本市の重点項目に挙げており、本年度の全国学力・学習状況調査の指標は、小学

校が全国平均を上回り、中学校も全国平均に近づいてきている。まだ十分ではな

いが、少しずつ成果が出てきていると認識している。 

質 　疑

答 　弁

学力向上に向けた取り組み

議案第69号　令和５年度鈴鹿市一般会計決算の認定について 

〇学力向上支援事業費　1,250万8,021円 

　この事業の実施状況および成果は。

　現在、小学校10校に不登校児童生徒が通う「校内教育支援センター（ほっとルー

ム）」を鈴鹿市独自で設置している。これにより、継続的に不登校状態にある子

どもたちのうち、おおむね６割から７割は、欠席日数が減り、出席が増えている。

中には通常学級に復帰できる子どもたちも出てきている。また、不登校支援につ

いては早期対応が重要であるため、初期対応マニュアルを作成し、学校に配布し

て、学校が不登校や長期欠席になりそうな子どもたちを認知した場合には、連続

欠席３日以内に対応するようにしている。

質 　疑

答 　弁

　予算額と比較して決算額が減額となった理由は。

　ほっとルームでは、担当者を10

名配置しているが、外部から探す

のは難しい状況である。そこで、

スクールライフサポーターという

不登校児童の登校支援を担うパー

トタイム会計年度任用職員の中で、

教員免許を持っている方にほっと

ルームの対応をお願いしたところ、

兼ねていただける方が複数名出て

きたことなどにより、不登校対策

事業費に計上したほっとルームや

スクールライフサポーターの人件

費などが未執行になったため。

質 　疑

答 　弁

不登校児童の支援を充実

〇不登校対策推進事業費　1,664万4,815円

ほっとルーム

文教環境分科会
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地域福祉分科会

９月13日

(午後)

９月13日

(午前)

　夏休みは７月25日から８月31日まで３カ所で行っており、利用児童数は延べ

282名である。冬休みは 12月25日から１月５日まで、12月28日から１月３日まで

を除いた、５日間行っており、利用児童数は延べ115名である。

　学習支援教室の実績は。

議案第69号　令和５年度鈴鹿市一般会計決算の認定について

〇鈴鹿国際交流協会補助　2,264万2,000円

質 　疑

答 　弁

　外国籍の保護者の方は、日本の夏休みの宿題にどう関われば良いのかわからな

い方も多く、夏休みの宿題の仕組みを理解できるというところでも好評である。

　利用者の声は。質 　疑

答 　弁

外国籍の子どもの学習を支援

　令和６年３月末時点で児童発達支援事業の利用者数は409名、放課後等デイサー

ビスについては729名、保育所等訪問支援が54名。増額の大きな理由としては利

用者数の増加である。

　令和５年度の実績と増額理由は。

〇障害児通所支援事業費　16億9,999万5,119円

質 　疑

答 　弁

　子どもたちの発達について、早期発見、早期療育を進める中で、５歳児健診や

訪問などを行い、発達に心配がある子どもたちをできるだけ早く療育につなげて

いくという取り組みをしている結果、利用が増えたと認識している。

　障がいがある方が増えてきているため増額しているのか。質 　疑

答 　弁

発達に心配がある子どもなどへの早期支援を推進

　常勤職員の考え方は、週40時間程度従事する者とされており、１日当たり８時

間程度となる。本市のつどいの広場事業の業務委託仕様書では、開所時間を５時

間として契約しているため、本市の契約内容では、非常勤職員を配置する場合の

事業費を適用している。

　委託先の事業者が常勤職員を配置した場合と、非常勤職員を配置した場合のど

ちらでも委託料は同じであるが、今回の金額算定に至った考え方は。

〇つどいの広場事業費　4,836万853円 

質 　疑

答 　弁

つどいの広場事業の業務委託内容
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ふるさと納税 市外でのＰＲの様子

産業建設分科会

９月12日

　令和４年度は、施設園芸・茶業に係る燃油価格高騰により、厳しい経営環境に

ある農家を支援するため、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を

活用して、燃油価格高騰緊急対策事業費補助金を支出した。令和５年度は、その

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金がなくなったため、支出額が

減額となった。

　前年度と比較して減額となった理由は。

議案第69号　令和５年度鈴鹿市一般会計決算の認定について

〇特産物振興費　261万8,719円

質 　疑

答 　弁

コロナ禍における燃油価格高騰対策事業費分が減額

　ふるさと納税については、寄附に対する返礼品の費用を含む中間管理事業者へ

の委託料などの経費が必要となる。令和５年度は、寄附額が令和４年度と比較し

て、約１億9,000万円の増額になり、

Ｆ１日本グランプリプレミアムチ

ケットや新規返礼品の開拓が成果に

繋がった。こうした結果、寄附額が

前年比の約1.6倍に増額となったこ

とから、経費についても約7,800万

円の増額となった。  

　前年度と比較して増額となった理由は。

〇すずか応援寄附金推進費　２億3,630万6,221円

質 　疑

答 　弁

本市のふるさと納税の成果

　令和４年度当初計画より森林経営管理事業が進み、大久保町の経営管理集積計

画策定および間伐を実施した。また、次年度以降の準備として、森林地番図につ

いて小岐須町と庄内地区を追加作成したことなどにより、令和５年度の事業費が

900万円ほど増額となった。

　前年度と比較して増額となった理由は。

〇森林経営管理事業費　1,271万9,452円

質 　疑

答 　弁

林業経営に適した森林に向けた管理を推進
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討論 （要旨） 討論は議案に対する賛否の態度、考え方を明らかにするものです。

＜議案第59号～議案第75号について＞

　合川・天名・郡山の３小学校の統合に賛同して

いない地域住民の方は多く、準備委員会は議論の

最中であり、統廃合を急ぐ必要はない

ため、鈴鹿市立小学校及び中学校設置

条例の一部改正については反対する。

議案第60号に反対

　議案第59号の学校給食費１億1,269万5,000円に

ついて、食材費高騰により対応が遅れたことは問

題である。受益者負担分に対して市税で

の補正であることを周知し、今後の対応

をしっかり行っていくことと意見する。

全議案に賛成

宮木　健 議員

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆

市 民 の 声

　３小学校の統廃合について、地域住民の中で反

対の声も多くあり、さらに議論する必要がある。

小規模校は良くないのか、学校がなく

なった地域は良くなるのか、立ち止まっ

て考えるべきである。

議案第60号・議案第63号・議案第66号・
議案第69号に反対、その他議案は賛成 　補正予算の給食食材費補助について、市の見込

みの甘さ、市内の子ども全員を対象に考えていな

いなどの課題があることを指摘し、賛成する。議

案第60号について賛成するが、市は早

期に天栄中学校区の義務教育学校の具

体案を提示すべき。

全議案に賛成

市川　哲夫 議員

＜請願第４号～請願第５号について＞

　学校は子どもたちにとって勉学の場以上に社会

性を身につける大切な場であり、教師は保護者に

次いで子どもに影響を与える存在であ

る。教職員の給与を含む教育環境の一

層の充実を図るため賛成する。

請願第４号～請願第５号に賛成

無 所 属 矢田　真佐美 議員

　結婚を機に改姓することは、女性側とは限らず

お互いに話し合って決めている時代の変化も考慮

し、市議会でその背景や根拠、懸念さ

れる影響などもっと時間をかけて熟議

されるべきで、今議会での提出には反対。

請願第７号に反対

無 所 属 矢田　真佐美 議員

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

＜請願第７号について＞

　同一の氏を称することにより、家族という一つ

の集団を構成する一員であることを個々人は実感

することができる。家族という社会の

構成要素を一つの呼称で呼ぶことには

意義があると考える。

請願第７号に反対

太田　龍三 議員

＜請願の審査期限の延期について＞

請願の審査期限の延期に反対

船間　涼子 議員

請願の審査期限の延期に賛成

市 民 の 声 中西　大輔 議員

石田　秀三 議員 中西　大輔 議員市 民 の 声

自由民主党
鈴鹿市議団

自由民主党
鈴鹿市議団

諸　派
（日本共産党）

諸　派
（公 明 党）
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【○：賛成　×：反対】

三重県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議
について

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

会派名

（　）は所属議員数

議 案　など

令和６年度鈴鹿市一般会計補正予算（第２号）

鈴鹿市立小学校及び中学校設置条例の一部改正について

鈴鹿市福祉医療費等の助成に関する条例の一部改正について

鈴鹿市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について

鈴鹿市国民健康保険条例の一部改正について

財産の取得について

字の区域の変更について

市道の認定について

市道の廃止について

令和５年度鈴鹿市一般会計決算の認定について

令和５年度鈴鹿市国民健康保険事業特別会計決算の認定について

令和５年度鈴鹿市土地取得事業特別会計決算の認定について

令和５年度鈴鹿市介護保険事業特別会計決算の認定について

令和５年度鈴鹿市後期高齢者医療特別会計決算の認定について

原案可決

〃　 

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

認定

〃

〃

〃

〃

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

　

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

○

○

鈴
鹿
市
議
団

自
由
民
主
党

（7）

｟
日
本
共
産
党
｠

諸

派

（2）

｟
鈴
　
　
　
和
｠

諸

派

（2）

｟
公
　
明
　
党
｠

諸

派

（2）

新

緑

風

会

（8）

無

所

属

（1）

市

民

の

声

（5）

議決結果

※１ 議長は原則として採決に加わりませんが、例外として、議案第60号は、地方自治法第244条の２第２項と、議会の議決に

付すべき公の施設の廃止又は長期かつ独占的利用に関する条例第３条の規定により、出席議員の３分の２以上の同意を

必要とすると定められている事項であるため、議長も採決に加わりました（議長賛成）。

※２ 中西大輔議員、市川昇議員、藤井栄治議員は賛成、市川哲夫議員、薮田啓介議員は反対。

※３ 中西大輔議員、市川哲夫議員、市川昇議員、藤井栄治議員は賛成、薮田啓介議員は反対。

　夫婦が望めば結婚前の姓を選べる「選択的夫婦

別姓」について、国は、懸念に対応しながら議論

を進める必要があることを認識するとと

もに、まずは、約30年棚上げされた議論

の再開を求めて、請願に賛成する。

請願第７号に賛成

　請願者の意図は尊重するが、審査延長に賛成の

際に指摘した、世論調査結果の法務省公開資料に

よる議論、事実婚増加と少子化の関係の

出典確認などがなかったこと、鈴鹿市議

会として議論の不足から反対。

請願第７号に反対

中西　大輔 議員市 民 の 声船間　涼子 議員諸　派
（公 明 党）

（次ページに続く）

※1※２

※３

※３


